
１
月
19
日
～
20
日
の
地
本
旗
開
き
が

開
催
さ
れ
、
国
労
本
部
の
オ
ル
グ
・
組

織
経
験
交
流
な
ど
行
わ
れ
、
続
い
て
国

労
東
日
本
本
部
・
矢
部
執
行
委
員
か
ら

労
働
協
約
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

説
明
の
後
、
全
体
か
ら
意
見
・
質
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
条
件
を
決
定

労
働
協
約
は
組
合
員
の
労
働
条
件
を

決
定
す
る
。
議
事
録
確
認
は
組
合
間
に

よ
っ
て
違
う
。

労
働
協
約
の
内
容
は
、
他
労
組
も
含

め
て
同
じ
だ
が
、
一
括
和
解
を
守
ら
せ

て
い
く
～
と
議
事
録
確
認
さ
れ
て
い
る
。

JR
貨
物
と
九
州
は
締
結
し
て
い
な
い
。

労
働
協
約
～
要
求
項
目
・
出
向
、
配

転
な
ど
２
０
７
項
目
を
会
社
側
に
提
出

し
た
。
（
２
０
１
１
年
10
月
）

具
体
的
な
要
求
に
つ
い
て
前
進
は
無

か
っ
た
が
交
渉
に
つ
い
て
は
一
定
の
成

果
が
あ
っ
た
と
判
断
。
「
公
平
・
公
正

な
人
事
運
用
」
が
議
事
録
確
認
さ
れ
た
。

締
結
後
は
他
労
組
と
同
一
の
立
ち
位

置
・
他
労
組
が
出
し
て
い
る
議
事
録
と

内
容
が
国
労
と
違
っ
て
い
る
。

就
業
規
則
が

労
働
条
件
で
は
無
い

就
業
規
則
が
労
働
条
件
で
は
無
く
、

交
渉
・
議
事
録
を
含
め
た
も
の
が
労
働

条
件
に
な
っ
て
い
く
。

労
働
協
約
締
結
～
改
訂
の
取
り
組
み

が
労
働
条
件
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

労
使
で
締
結
～
双
方
に
責
任
が
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
労
使
間
協
約
の
締

結
～
組
織
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

そ
の
た
め
の
労
働
協
約
締
結
と
な
っ
た
。

就
業
規
則
～
服
務
・
服
装
の
清
正
３

～
25
条
・
教
育
訓
練
１
２
７
条
・
エ
ル

ダ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て

は
労
働
協
約
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

協
定
～
他
労
組
が
締
結
し
た
も
の
で

も
適
応
さ
れ
る
。
（
勤
務
の
取
り
扱
い
）

労
働
協
約
～
期
間
は
３
年
・
国
労
は

年
に
１
回
改
訂
闘
争
を
取
り
組
む
。
職

場
の
労
働
条
件
改
善
を
春
闘
時
期
に
取

り
組
む
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
要
求
作
り
を
改

訂
闘
争
に
い
か
し
て
い
く
。
（
出
向
職

場
も
含
む
）

定
期
大
会
で
協
約
改
訂
・
要
求
作
り

を
確
認
す
る
。
そ
れ
で
定
期
大
会
を
8

月
に
開
催
し
改
訂
要
求
闘
争
を
取
り
組

む
。
配
転
問
題
に
関
し
て
前
進
・
改
善

さ
れ
て
い
な
い
。
（
懸
案
事
項
）
運
動

を
通
じ
て
要
求
の
改
善
を
図
る
。

矢
部
執
行
委
員
か
ら
労
働
協
約
に
つ

い
て
の
説
明
の
後
、
全
体
か
ら
意
見
・

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
労
働
協
約
は
組
合
員
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
の
か
？↓

○
目
に
見
え
る
も
の
は
無
い
。
労
働
協

約
改
訂
闘
争
を
図
っ
て
い
く
。
労
働
条

件
改
善
の
取
り
組
み
は
年
に
１
回
、
改

訂
闘
争
を
進
め
て
い
く
。
そ
れ
は
組
織

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

勤
務
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
16
項
目
・

国
労
の
取
り
組
み
の
成
果
に
よ
っ
て
16

項
目
に
な
っ
た
が
、
そ
の
問
題
点
に
つ

い
て
改
善
を
図
っ
て
い
く
。
申
し
入
れ

な
ど
以
前
、
交
渉
は
無
か
っ
た
が
、
締

結
に
よ
っ
て
改
訂
闘
争
・
労
働
条
件
改

善
闘
争
を
取
り
組
ん
で
い
く
。

職
場
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
労
使
間

が
話
し
合
う
こ
と
。
改
善
し
な
け
れ
ば

労
働
基
準
監
督
署
へ
相
談
に
行
く
。
そ

し
て
改
善
し
な
け
れ
ば
申
告
へ
。
段
階

的
に
運
動
を
進
め
て
い
く
。

●
改
訂
は
３
年
～
文
書
化
さ
れ
て
い
る

の
か
？
エ
ル
ダ
ー
社
員
・
出
向
者
は
ど

う
整
理
さ
れ
て
い
る
の
か
？

↓

○
労
働
協
約
に
は
期
限
は
無
い
が
、
労

組
法
上
の
効
力
は
３
年
。
国
労
は
１
年

ご
と
に
改
訂
闘
争
を
取
り
組
ん
で
い
く
。

エ
ル
ダ
ー
社
員
の
就
業
規
則
は
無
い
。

グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
や
り
取
り
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
。

出
向
会
社
～
分
会
が
組
織
化
さ
れ
て

い
な
い
。
高
齢
化
が
問
題
で
機
関
整
備

が
さ
れ
て
い
な
い
。
労
働
協
約
締
結
で

グ
ル
ー
プ
会
社
と
交
渉
ル
ー
ル
が
で
き

る
。
協
約
締
結
か
ら
労
働
条
件
改
善
へ

つ
な
げ
る
。

●
エ
ル
ダ
ー
で
出
向
し
て
い
る
。
労
働

条
件
改
善
に
つ
い
て
交
渉
な
ど
取
り
組

み
は
？

↓

○
要
求
改
善
の
申
し
入
れ
を
職
場
・
グ

ル
ー
プ
会
社
へ
取
り
組
ん
で
い
く
。
盛

岡
地
本
で
は
、
地
本
が
直
接
、
支
社
へ

要
求
を
申
し
入
れ
て
い
る
。
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休
憩
の
あ
と
、
杉
本
さ
ん
か
ら
、
並
行

在
来
線
問
題
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
が

開
業
に
な
っ
て

北
陸
新
幹
線
が
開
業
に
な
っ
て
、
新
潟

か
ら
見
る
の
か
、
上
越
か
ら
見
る
の
か
。

上
越
市
は
新
潟
県
庁
よ
り
長
野
、
富
山

の
方
が
近
く
な
る
。
開
業
に
伴
い
「
は
く

た
か
」
「
北
越
」
が
廃
止
に
～
上
越
か
ら

直
通
で
新
潟
へ
運
行
す
る
列
車
は
「
く
び

き
の
」
し
か
な
い
。

「
並
行
在
来
線
」
の
役
割
～
上
越
市
は

交
通
体
系
に
つ
い
て
広
域
連
携
を
図
る
。

そ
の
他
、
地
域
交
通
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

と
続
く
。
総
合
計
画
、
10
年
を
区
切
り
と

し
て
作
成
す
る
。

新
幹
線
中
心
に

変
わ
っ
て
き
て
い
る

上
越
市
は
２
０
０
５
年
に
14
の
自
治
体

が
合
併
し
東
京
23
区
よ
り
広
く
な
っ
た
。

交
通
体
系
を
考
え
て
い
か
な
い
と
～
合
併

後
の
協
議
の
中
で
決
定
し
た
。

合
併
し
８
年
目
に
な
る
が
状
況
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
ロ
ー
カ
ル
線
が
中
心
で
は

な
く
新
幹
線
を
中
心
に
考
え
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。

在
来
線
の
問
題
点
～
信
越
線
は
、
雪
で

す
ぐ
止
ま
る
。
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
交
通
の
役
に
立
っ
て
い
な
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
～
５
０
０
０

部
配
布
、
１
４
７
２
部
回
収
し
た
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
感
心
が
大
き
い
。

回
答
状
況
に
つ
い
て
、
運
賃
や
運
行
範

囲
な
ど
を
三
市
連
絡
会
で
議
論
し
出
さ
れ

て
い
る
問
題
点
な
ど
が
多
か
っ
た
。
結
果

に
つ
い
て
重
要
視
し
て
い
き
た
い
。

他
県
と
協
力
し
て
進
め
る
こ
と
・
な
ど

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
回
答
さ
れ
て
い
た
。

直
江
津
か
ら
糸
魚
川
・
糸
魚
川
か
ら
高

田
ま
で
高
校
生
が
通
学
し
て
い
る
。
上
越

市
の
大
潟
区
は
、
小
・
中
学
校
が
１
校
し

か
な
く
列
車
通
学
に
な
っ
て
い
る
。
教
育

の
立
場
か
ら
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

直
江
津
高
校
が
廃
止
。
直
江
津
か
ら
高

田
へ
中
・
高
校
一
貫
校
へ
通
学
し
て
い
る
。

義
務
教
育
で
就
学
の
権
利
に
つ
い
て
も
問

題
が
あ
る
。
妙
高
市
の
地
域
住
民
は
長
野

市
へ
通
院
し
て
い
る
こ
と
か
ら
在
来
線
は

重
要
だ
。
高
校
も
長
野
へ
通
学
し
て
い
る

生
徒
も
い
る
。

Ｊ
Ｒ
へ
の
乗
り
入
れ
は

可
能
か
？

JR
へ
の
乗
り
入
れ
は
可
能
か
？
相
互
乗

り
入
れ
は
？
JR
キ
ッ
プ
は
買
え
る
の
か
？

初
乗
り
運
賃
～
各
会
社
の
線
路
を
使
用

す
る
こ
と
・
運
賃
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
。

乗
り
換
え
時
間
が
長
く
、
運
賃
が
高
額
に

な
っ
て
し
ま
う
。
上
越
か
ら
新
潟
ま
で
の

直
通
列
車
が
無
く
な
る
。
第
三
セ
ク
タ
ー

に
な
る
と
電
車
か
ら
気
動
車
へ
変
わ
り
１

両
運
転
に
な
る
。

安
全
性
の
問
題
と
必
ず
乗
り
換
え
が
発

生
す
る
。
基
本
は
新
潟
県
・
JR
東
日
本
・

国
が
責
任
を
持
つ
こ
と
。

JR
の
資
産
に
つ
い
て
「
無
償
」
を
。
県

は
有
償
を
主
張
し
て
い
る
。
新
幹
線
駅
～

脇
野
田
駅
の
移
設
に
対
し
て
、
約
７
０
０

メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
、
移
設
を
要
請
し

た
が
難
し
い
。
一
括
在
姿
譲
渡
に
つ
い
て

必
要
と
し
な
い
土
地
も
含
ま
れ
て
い
る
。

赤
字
の
原
因
に
な
っ
て
い
く
。

旗
開
き
の
特
集
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

７
７
３
号
・
７
７
４
号
と
２
号
続
け
て
発

行
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
労
働
講
座
で
の
内

容
が
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
二

日
目
の
労
働
講
座
の
記
事
を
次
号
記
載
し

ま
す
。

こ
れ
は
ホ

テ
ル
の
玄
関

か
ら
見
た
風

景
で
す
。
も

の
す
ご
い
雪

で
し
た
。

一
晩
で
40

セ
ン
チ
く
ら

い
降
っ
た
み

た
い
で
す
。
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